
物理基礎 運動方程式の検証・考察 いいレポートの例 

 

a2の
1

2
と、実験②の結果 の間の誤差についてのポイント・・・ 

 

「おもりを手で押してしまったこと」は初速度に関することなので、加速度には関係しないので

誤差要因になりません。また、「糸とおもりの摩擦」は２つの実験で同じなのだから、これも誤差

要因になりません。セロテープは比較して非常に軽いので関係ない。 

 

実験②（おもりを上に載せた）ことによって、垂直抗力が大きくなり動摩擦力μ’Nが大きくなっ

たこと、空気に対する面積が大きくなったことで空気抵抗が大きくなったこと、おもりがスマー

トカートの上で動いてしまった可能性、おもりが重心をずれしてしまったこと が要因として考

えられます。 

 

比率・・・B+約 15％、A約 10％ 

 

以下は素晴らしかったレポートの例です。参考にしてください。 

 

  


